
み ち し る べみ ち し る べ

世
界
大
会
で
地
球

の
温
暖
化
の
危
険
を

涙
な
が
ら
に
訴
え
て

い
る
。
16
歳
の
可
愛

い
少
女
が
「
自
分
た

ち
の
未
来
を
考
え
て

下
さ
い
。
石
炭
高
炉

の
廃
絶
を
願
っ
て
い
る
。
」
と
涙

を
流
し
て
い
る
横
で
、
「
我
が
国

は
こ
の
後
、
５
か
所
新
設
し
ま

す
。
」
と
言
っ
て
い
る
▼
国
連
の

気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
す
る

た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
し

た
小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
の
発
言

が
物
議
を
醸
し
た
。
「
環
境
問
題

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
」
と
問
わ

れ
、
「
セ
ク
シ
ー
で
あ
る
べ
き
で

す
ね
～
」
と
答
え
る
。
「
ノ
ド
グ

ロ
」
「
ス
テ
ー
キ
」
好
き
で
す
。

ア
メ
リ
カ
留
学
の
と
き
に
ス
テ
ー

キ
は
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
自
民

党
の
客
寄
せ
パ
ン
ダ
と
し
て
は
最

高
の
働
き
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
ね
。
し
か
し
人
と
し
て
、
政
治

家
と
し
て
の
真
価
が
問
わ
れ
ま
す

▼
日
本
の
ト
ッ
プ
の
安
倍
総
理
大

臣
が
国
会
答
弁
で
「
桜
を
見
る
会

で
、
幅
広
く
募
っ
て
い
る
と
い
う

認
識
で
、
募
集
と
い
う
認
識
で
は

な
か
っ
た
。
」
と
答
弁
し
て
い
た

が
、
「
募
る
」
と
「
募
集
」
の
違

い
は
何
な
の
か
。
戦
争
を
し
な
い

国
の
軍
事
費
（
国
防
費
）
は
何
故

こ
ん
な
に
必
要
な
の
か
。
「
オ
ス

プ
レ
イ
」
は
要
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
国
民
の
大
多
数
は
望
ん
で
い

な
い
で
し
ょ
う
。
戦
争
の
道
具
の

購
入
を
▼
不
倫
で
世
の
中
が
騒
い

で
い
る
。
人
は
あ
り
が
た
い
こ
と

に
忘
れ
る
力
が
あ
る
。
忘
れ
る
こ

と
よ
り
や
り
直
し
方
を
学
ぶ
方
が

非
常
に
難
し
い
こ
と
だ
と
私
は
思

う
。

( 1 ) ２０２０年２月１０日
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２
・
３
月
の
主
な
日
程

～

２
月

～

23
日(

日)

一
日
執
行
委
員
会

後
継
者
交
流
会

※
駅
宣
＝

25
・
27
日

～

３
月

～

３
日(

火)

書
記
局
会
議

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す
。

５
日(

木)

常
任
執
行
委
員
会

６
日(

金
）
執
行
委
員
会

８
日(

日
）
集
団
健
診

11
日(

水
）
３
・
13
行
動

24
日(

火
）
怒
り
の
総
行
動

※
駅
宣
＝

９
日

【
教
育
宣
伝
部
発
】
１
月
12
日

（
日
）
、
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル

に
て
三
鷹
武
蔵
野
支
部
新
春
旗

開
き
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し

た
。
組
合
員
・
来
賓
含
め
１
４

５
人
の
参
加
で
し
た
。

東
京
土
建
本
部
の
渡
辺
義
久

副
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、
菅

直
人
衆
議
院
議
員
、
河
村
孝
三

鷹
市
長
、
松
下
玲
子
武
蔵
野
市

長
、
三
鷹
市
・
武
蔵
野
市
の
両

市
議
、
多
く
の
来
賓
の
皆
様
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
子
昭
二
執
行
委
員
長
の
冒

頭
あ
い
さ
つ
で
は
、
大
勢
で
祝

う
旗
開
き
の
お
礼
と
、
こ
の
間

の
組
合
活
動
の
お
礼
、
昨
年
の

集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
被
害
を
受

け
た
方
へ
の
お
悔
や
み
と
お
見

舞
い
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
渡
辺
和
彦
副
執
行

委
員
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
歓

談
に
移
り
ま
し
た
。

各
団
体
紹
介
の
後
、
須
藤
功

常
任
執
行
委
員
・
藤
崎
将
士
青

年
部
副
部
長
の
２
人
が
司
会
の

恒
例
の
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

会
場
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し

た
。終

わ
り
に
島
村
新
副
執
行
委

員
長
の
締
め
の
あ
い
さ

つ
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
閉
会
し
ま
し
た
。

【
ご
参
加
い
た
だ
い
た

来
賓
の
み
な
さ
ん
】
掲

載
は
順
不
同
で
す
。

本
部
か
ら
渡
辺
副
執
行

委
員
長
、
渡
辺
睦
常
任

中
執
、
中
宿
副
主
任
書

記
。多

摩
東
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
狛
江
支
部
の
宗
像
執

行
委
員
長
、
調
布
支
部

の
冨
士
副
委
員
長
。

菅
衆
議
院
議
員
。
河
村

三
鷹
市
長
、
松
下
武
蔵

野
市
長
。
東
京
都
議
会

か
ら
中
村
都
議
、
山
田

都
議
。

武
蔵
野
市
議
会
か
ら

品

川

市

議

、

藪

原

市

議
、
与
座
市
議
、
橋
本

市
議
。

三
鷹
市
議
会
か
ら
前
田
市

議
、
紫
野
市
議
、
大
城
市
議
、

栗
原
市
議
、
伊
沢
市
議
、
後
藤

市
議
、
野
村
市
議
。

友
好
団
体
か
ら
武
三
地
区
労

の
柳
瀬
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
、
武

蔵
野
原
水
協
の
北
山
さ
ん
、
三

鷹
原
水
協
の
小
川
さ
ん
、
芝
病

院
の
斉
藤
さ
ん
、
中
央
労
金
の

熊
澤
さ
ん
、
武
蔵
野
法
律
の
三

村
さ
ん
、
あ
か
つ
き
印
刷
の
冨

田
さ
ん
、
三
鷹
民
商
の
藤
沢
さ

ん
、
医
療
生
協
の
柳
沢
さ
ん
、

渡
辺
さ
ん
、
北
多
摩
医
療
生
協

の
渡
辺
さ
ん
、
三
鷹
ひ
ま
わ
り

会
の
宮
城
さ
ん
、
前
進
座
の
平

澤
さ
ん
、
市
民
要
求
連
絡
会
の

岩
田
さ
ん
、
橋
本
さ
ん
、
年
金

者
組
合
の
印
南
さ
ん
、
国
民
救

援
会
の
古
川
さ
ん
。

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
規
約
第
20
条
に
基
づ
き
、
三
鷹
武
蔵
野
支
部
第
６
回
定

期
大
会
を
以
下
の
と
お
り
、
開
催
す
る
こ
と
を
告
示
し
ま
す
。

大
会
準
備
委
員
長

渡
辺

和
彦

[

日
時]

４
月
５
日(

日)

午
前
９
時
30
分
開
会

[

会
場]

三
鷹
市
公
会
堂
さ
ん
さ
ん
館

〈
代
議
員
の
定
数
〉
代
議
員
は
、
支
部
執
行
部(

四
役
・
常
任
・
常
任
待
遇
・
執
行

委
員
・
執
行
委
員
待
遇)

と
、
各
分
会
の
１
月
１
日
組
織
数
の
20
人
に
１
人

(

端
数

は
切
り
捨
て)

。

〈
特
別
代
議
員
〉
特
別
代
議
員
定
数
は
、
青
年
部
５
人
、
シ
ニ
ア
３
人
、
女
性
の
会

５
人
と
し
ま
す
。

[

役
員
立
候
補]

〈
立
候
補
受
付
〉
三
鷹
武
蔵
野
支
部
第
６
回
定
期
大
会
で
支
部
役
員
に
立
候
補
さ
れ

る
場
合
は
、
４
月
１
日(

水)

午
後
５
時
00
分
ま
で
に
指
定
の
用
紙
に
て
、
大
会
準
備

委
員
会
事
務
局
ま
で
提
出
す
る
こ
と
。

〈
役
員
定
数
〉
執
行
委
員
長(

１)

、
副
執
行
委
員
長(

若
干
名)

、
書
記
長(

１)

、

書
記
次
長(

３)

、
常
任
執
行
委
員(

11)

、
執
行
委
員(

15
～
22)

、
会
計
監
査(

２)

はじめのあいさつをする金子執行委員長

当たった賞品を祝う吉祥寺分会の皆さん

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】
昨

年
、
年
３
回
に
わ
た
る
取
り
く

み
の
「
要
請
ハ
ガ
キ
行
動
」
な

ど
、
組
合
員
や
家
族
の
皆
さ
ん

の
奮
闘
に
よ
り
、
東
京
都
補
助

・
国
庫
補
助
と
も
に
現
行
水
準

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。し

か
し
、

国
保
組
合
２

０
２
０
年
度
の
予
算
案
で
は
単

年
度
収
支
が
４
４
７
３
円
の
マ

イ
ナ
ス
に
な
り
、
１
世
帯
当
た

り
の
平
均
月
額
は
７
１
８
円
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
実
際

の
引
き
上
げ
額
は
３
０
０
円
～

１
２
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
は
別
途
３
０
０

円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
残
る
マ
イ
ナ
ス
分

＝
35
・
８
億
円
は
繰
越
余
剰
金

を
充
当
し
、
翌
年
以
降
の
マ
イ

ナ
ス
分
に
つ
い
て
は
、
年
間
収

支
状
と
任
意
積
立
金
の
取
り
崩

し
も
視
野
に
入
れ
て
対
応
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

個
別
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
３
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る

予
定
で
す
。

【
税
金
経
営
対
策
部
発
】
税

金
相
談
は
「
完
全
予
約
制
」
で

す
。
事
前
に
予
約
の
な
い
場
合

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
相

談
日
以
外
の
相
談
は
受
け
付
け

を
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

◇
相
談
日
＝
２
月
18
・
21
・
25

・
26
日
、
３
月
９
・
12
・
13
日

◇
受
付
時
間
＝
午
前
10
時
～
11

時
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分

◇
会
場
＝
三
鷹
武
蔵
野
支
部
会

館
２
階

◇
特
別
税
対
部
費
＝
申
告
書
Ａ

（
給
与
・
年
金
）
５
０
０
円
、

申
告
書
Ｂ
（
営
業
）
２
０
０
０

円
、
青
色
申
告
４
０
０
０
円
、

消
費
税
（
簡
易
課
税
）
４
０
０

０
円
、
消
費
税
（
一
般
課
税
）

５
０
０
０
円

※
贈
与
な
ど
の
相
談
日
に
つ
い

て
は
お
電
話
で
ご
連
絡
下
さ

い
。


